
再出発を支え、見守る

Q4 地域の皆さんへ伝えたいことはありますか？
　まずは「犯罪者」という偏見を持たないようにしてほしい
です。更生し真面目に生きていこうと努力している人がほ
とんどで、見守っていると、周囲の風当たりを心配してし
まうときがあります。
　再犯防止のためには、本人の努力だけでなく私たち保護
司や地域の皆さんがそれぞれの立場で理解し、力を合わせ
ていくことが大切です。より多くの人に更生保護の取り組
みに関わってもらい、ともに安全で安心できる社会を作り
上げていきましょう。

ともにともに安全安全でで安心安心できる社会へできる社会へ

　　 須賀川地区保護司会 

会長　大野修司 さん

Q3 保護司の活動の中で大変だったことはありますか？
　初めて担当を持ったときのことです。その人は「就労先で罪を犯した
過去が明るみになったとき、周囲から白い目で見られるのでは」と考え
過ぎてしまい、仕事を辞め故郷に帰ってしまいました。そのときに、う
まく支援できず悔しい思いをしたことが、今の活動につながっています。

Q1 保護司を始めたきっかけは何ですか？
　中学校のPTA役員を務めていた際、少年補導員も務めていました。そ
のときに先輩保護司から勧められ、保護司になりました。
　現在は保護司を始めてから17年が経ち、県保護司会連合会の会長も務
めています。

須賀川地区保護司会会長の大野修司さんにお話を聞きました

Q2 活動する中で心掛けていることを教えてください。
　相手の気持ちに寄り添って、話を聴くために「待つ」ことです。犯罪や
非行をした人は自身の話をしにくいので、私たちは、相手を「待つ」こと
が、相手にとって「変わっていく時間」になると考えているからです。

ともに安全で安心できる社会へ
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更生保護女性会会長へ
インタビューしました

　4年前に更生保護女性会(通称：更女)の
会長になりました。その前は保護司の活
動もしており、会長に就任したことをきっ
かけに更女の活動に専念しています。
　更女の活動の一つとして、月1回、福島

学園を訪問し、学生たちの体操着や靴下などの縫製作業を行っ
てます。ほかにもクリスマス会や学芸会などに参加し、学生の
成長を見守っています。
　人によっては「お節介」と思われるかもしれませんが、家族の
ような身近な存在になれるよう、日々取り組んでいます。年齢
の差や、世代ごとの考え方によって接し方も変わってきます。
話を聴き、少しずつ歩み寄ることが大切なことです。
　うれしいことは、支援した生徒が再び罪を犯すことなく、普
通の日常を送れているときです。社会復帰を目指す人たちの支
えになれるよう、これからも身近な存在でいたいと思います。
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　「社会を明るくする運動」は、犯罪や非行の防
止と罪を犯した人の更生について理解を深め、
力を合わせて安全で安心な地域社会を築くため
の全国的な運動です。誰もが安心して生き生き
と暮らせるよう、この機会に参加してみません
か。
日時　7月1日（月）　午後1時30分
場所　tette1階「たいまつホール」
テーマ　「犯罪や非行を防止し、立ち直りを支
える地域のチカラ」
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「第74回社会を明るくする運動」
7月強調月間オープニングセレモニー
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■ ７月は「社会を明るくする運動」の強調月間
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